
 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

         
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
                  

２
０
２
３
年
度
評
議
員
会
報
告 

 
 
 
 
 

都
連
理
事
補
佐 

池
田 

正 

２
０
２
３
年
６
月
２３
日
（
金
）
２
０
２

３
年
度
評
議
員
会
が
、
北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー

ル
２
階
集
会
場
で
開
催
さ
れ
た
。 

 ◆
定
足
数
の
確
認 

評
議
員
の
総
数
５６
名
中
、
出
席
４４
名
・

欠
席
１
名
・
委
任
状
１１
名
と
な
り
、
会
則

規
定
の
員
数
を
充
足
し
て
い
る
た
め
、
会

の
成
立
が
宣
言
さ
れ
た
。 

 

次
に
議
長
の
選
出
に
入
り
、
文
京
家
族

会
の
前
山
栄
江
さ
ん
が
選
任
さ
れ
た
。 

 
 
 
 
 
 
 

◆
来
賓
の
あ
い
さ
つ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
議
会
側
か
ら
内
山
厚
生
委
員
長
（
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
）
を
は
じ
め
、
自
由
民
主

党
、
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
、
公
明
党
、

日
本
共
産
党
、
立
憲
民
主
党
、
生
活
者
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
、
自
由
を
守
る
会
、
グ
リ
ー

ン
な
東
京
の
計
９
名
と
東
京
都
側
か
ら
は
、

福
祉
保
健
局
佐
藤
課
長
、
関
係
団
体
側
か

ら
は
、
手
を
つ
な
ぐ
育
成
会
、
自
閉
症
協

会
、
み
ん
な
ね
っ
と
小
幡
事
務
局
長
の
計

４
団
体
合
わ
せ
て
計
１３
名
か
ら
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。 

 ◆
議
題
の
審
議 

・
第
一
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
事
業
・

活
動
報
告
」 

真
壁
会
長
よ
り
、
特
に
滝

山
病
院
へ
の
緊
急
要
望
書
の
提
出
や
乱
立

す
る
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ
の
質
的
改
善
策

の
検
討
予
算
に
大
幅
な
積
み
増
し
が
あ
っ

た
旨
報
告
の
後
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
。 

・
第
二
号
議
案
「
２
０
２
２
年
度
決
算
報

告
」 

原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。 

・
第
三
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度
事
業
・

活
動
計
画
」 

植
松
副
会
長
よ
り
、
特
に

強
制
入
院
制
度
の
廃
止
を
め
ざ
し
、
尽
力

し
た
い
。
ま
た
２
月
報
道
の
滝
山
病
院
で

の
暴
行
事
件
を
受
け
、
都
の
改
善
命
令
を

受
け
、
病
院
側
が
設
立
し
た
虐
待
防
止
委

員
会
の
メ
ン
バ
ー
の
一
員
と
し
て
、
東
京

つ
く
し
会
か
ら
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

都
連
と
し
て
、「
滝
山
病
院
院
長
あ
て
の
声

明
文
」
や
東
京
都
に
対
し
、「
入
院
患
者
の

退
院
支
援
」
、
「
身
体
合
併
症
の
治
療
が
で

き
る
公
的
病
院
の
増
」
、
「
他
の
精
神
科
病

院
の
早
期
実
態
調
査
」
を
緊
急
要
望
し
た

旨
報
告
の
後
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ
れ

た
。 

・
第
四
号
議
案
「
２
０
２
３
年
度
予
算
」

都
の
会
計
事
務
の
変
更
が
急
遽
実
施
さ
れ

た
。
そ
れ
に
伴
い
、
都
の
委
託
事
業
を
展

開
す
る
場
合
、
す
べ
て
都
連
が
立
替
払
い

を
余
儀
な
く
さ
れ
る
た
め
、
勘
定
科
目
を

修
正
し
た 

結
果
、
１５
ペ
ー
ジ
と
１６
ペ

ー
ジ
を
差
し
替
え
し
、
席
上
配
布
し
た
旨

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
今
年
の
１
月
に
篤

志
家
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
廉
価
な
物
件
に

事
務
所
移
転
し
、
家
賃
の
支
出
が
大
幅
に

削
減
で
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
一
般
会
計

上
は
、
ま
だ
支
出
超
過
に
あ
り
、
単
会
の

登
録
会
員
の
増
に
引
き
続
き
協
力
願
い
た

い
旨
報
告
の
後
、
原
案
通
り
承
認
可
決
さ

れ
た
。 

・
第
五
号
議
案
「
会
則
一
部
改
正
」 

原

案
通
り
承
認
可
決
さ
れ
た
。 

・
第
六
号
議
案
「
東
京
つ
く
し
会
役
員
選

任
」 

植
松
副
会
長
よ
り
、
当
初
の
会
則

規
定
の
役
員 

定
員
の
下
限
の
１０
名
を

切
っ
て
９
名
と
な
っ
た
現
状
か
ら
、
今
般
、

前
項
会
則
を
改
正
し
た
。
都
連
は
、
東
京

都
の
精
神
保
健
福
祉
の
担
当
窓
口
と
し
て
、

益
々
重
要
な
団
体
と
し
て
、
認
識
さ
れ
て

い
る
。
都
連
の
業
務
を
こ
な
す
上
で
も
、

最
低
限
１０
名
の
役
員
は
必
要
と
考
え
る
。

各
単
会
の
運
営
も
大
変
と
思
う
が
、
ぜ
ひ
、

都
連
を
助
け
て
も
ら
い
た
い
旨
、
切
実
な

説
明
が
あ
っ
た
後
、
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
た
。 

 

以
上
を
も
っ
て
、
す
べ
て
の

議
題
の
審
議
は
終
了
し
た
た

め
、
議
長
の
退
任
を
も
っ
て
閉

会
と
な
っ
た
。 
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都
民
精
神
保
健
福
祉
講
演
会
報
告 

「
長
期
入
院
の
精
神
障
が
い
者
の 

地
域
移
行
を
考
え
る
」 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
理
事 

中
住 

孝
典 

日
時 

２
０
２
３
年
６
月
２３
日
１４
時
～
１６
時 

場
所 

北
沢
タ
ウ
ン
ホ
ー
ル 

講
師 

日
本
社
会
事
業
大
学 

名
誉
教
授 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

古
屋 

龍
太
氏 

 

数
多
く
の
資
料
と
統
計
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
た

だ
き
な
が
ら
の
講
演
内
容
の
た
め
、
限
ら
れ
た
紙
面

で
は
ま
と
め
き
れ
ま
せ
ん
の
で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了

承
く
だ
さ
い
。
講
演
内
容
の
組
み
立
て
と
し
て
以
下

の
流
れ
で
話
が
進
み
ま
し
た
。 

①
長
期
入
院
を
生
ん
で
き
た
日
本
の
精
神
科
医
療

の
歴
史
的
な
背
景 

②
最
近
の
統
計
か
ら
示
す
精
神
医
療
の
姿 

③
長
期
社
会
的
入
院
（
な
ぜ
退
院
で
き
な
い
の
か
） 

④
地
域
移
行
の
取
り
組
み 

⑤
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
る
地
域
移
行
支
援
の
状
況 

⑥
病
院
か
ら
出
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に 

 

・
日
本
の
精
神
医
療
は
「
世
界
一
の
精
神
科
病
院
大

国
」
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
特
異
な
存
在
で
あ
り
、
精
神

科
病
床
数
・
平
均
入
院
期
間
・
強
制
入
院
者
数
・
死

亡
転
帰
率
隔
離
・
身
体
拘
束
な
ど
が
諸
外
国
に
比
べ

て
突
出
し
て
高
い
事 

・
海
外
の
国
際
機
関
等
か
ら
度
々
是
正
勧
告
を
受
け

な
が
ら
、
今
な
お
精
神
科
病
院
内
に
お
け
る
人
権
侵

害
事
案
が
頻
回
に
発
生
し
て
い
る
事 

 

こ
の
問
題
の
背
景
に
は
①
日
本
の
歴
史
的
な
隔

離
収
容
政
策
②
欧
米
諸
国
の
よ
う
な
脱
施
設
化
に

舵
を
切
ら
な
い
精
神
医
療
政
策
③
現
行
の
精
神
保

健
福
祉
法
に
よ
る
強
制
入
院
制
度
の
放
置
④
抜
本

的
改
革
を
阻
害
す
る
経
営
的
利
害
関
係
団
体
の
存

在
⑤
現
状
を
「
仕
方
な
い
」
と
追
認
す
る
関
係
者
の

意
識
・
姿
勢
が
あ
る
と
、
日
本
の
歴
史
的
な
精
神
科

医
療
の
背
景
を
通
し
て
指
摘
さ
れ
た
。 

精
神
障
害
者
の
地
域
移
行
が
う
た
わ
れ
て
久
し

い
が
遅
々
と
し
て
進
ま
な
い
状
況
の
中
で
、
遅
ま
き

な
が
ら
国
は
Ｈ
２９
年
に
「
精
神
障
害
に
も
対
応
し
た

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
向
け
た
取
り

組
み
」
を
立
ち
上
げ
た
。（
以
下
、「
に
も
包
括
」
）
こ

れ
は
①
精
神
障
害
の
有
無
や
程
度
に
関
わ
ら
ず
、
誰

も
が
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

る
よ
う
医
療
、
障
害
福
祉
、
介
護
、
住
ま
い
、
社
会

参
加
（
就
労
な
ど
）
、
地
域
の
助
け
合
い
、
普
及
啓
発

（
教
育
な
ど
）
が
包
括
的
に
確
保
さ
れ
た
精
神
障
害

に
も
対
応
し
た
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
す
必
要
が
あ
り
、
地
域
共
生
社
会
の
実
現
に

向
か
っ
て
い
く
上
で
は
欠
か
せ
な
い
と
い
う
事 

②
そ
れ
に
は
計
画
的
に
地
域
基
盤
を
整
備
す
る
と

と
も
に
、
市
町
村
や
障
害
福
祉
・
介
護
事
業
者
が
、

精
神
障
害
の
有
無
や
程
度
に
よ
ら
ず
地
域
生
活
に

関
す
る
相
談
に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
市
町
村
ご
と

の
保
健
・
医
療
・
福
祉
関
係
者
に
よ
る
協
議
の
場
を

通
じ
て
、
精
神
科
医
療
機
関
、
そ
の
他
の
医
療
機
関
、

地
域
援
助
事
業
者
、
当
事
者
・
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
、

家
族
、
居
住
支
援
関
係
者
な
ど
と
の
重
層
的
な
連
携

に
よ
る
支
援
体
制
を
構
築
し
て
い
く
事
が
必
要
と

う
た
わ
れ
て
い
る
。「
に
も
包
括
」
の
肝
は
「
協
議
の

場
」
。「
に
も
包
括
」
は
自
治
体
に
任
さ
れ
て
い
る
が

行
政
主
導
の
顔
合
わ
せ
・
意
見
表
明
の
会
合
で
は
無

意
味
で
あ
り
、
こ
こ
に
当
事
者
、
家
族
、
家
族
会
が

主
体
的
に
声
を
出
し
意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
事

が
大
切
と
閉
め
ら
れ
た
。
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
・
家
族

会
の
存
在
が
必
要
な
社
会
資
源
と
し
て
位
置
付
け

ら
れ
「
に
も
包
括
」
の
中
に
組
み
込
ま
れ
て
い
く
事

が
、
い
か
に
こ
れ
か
ら
の
日
本
の
精
神
医
療
の
変
革
、

病
院
か
ら
出
て
地
域
で
暮
ら
す
た
め
に
何
が
必
要

か
を
実
現
さ
せ
て
い
く
上
で
欠
か
せ
な
い
大
き
な

要
素
に
な
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
内
容
で
し

た
。
質
疑
応
答
も
１８
名
か
ら
の
多
く
の
質
問
が
寄
せ

ら
れ
、・
滝
山
病
院
事
件
に
関
す
る
こ
と
・
退
院
促
進

に
関
す
る
こ
と
（
家
族
と
し
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
の

か
）・
Ａ
Ｃ
Ｔ
や
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
に
関
す
る
こ
と
・
日

本
の
精
神
科
病
院
の
今
後
な
ど
、
時
間
が
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
が
幾
つ
か
を
丁
寧
に
答
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

な
お
最
後
に
申
し
遅
れ
ま
し
た
が
参
加
数
７０
人

と
い
う
会
場
が
入
り
き
れ
な
い
く
ら
い
の
盛
況
ぶ

り
で
し
た
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

２ 



み
ん
な
ね
っ
と
定
期
総
会
報
告 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

都
連
副
会
長 

轡
田 

英
夫 

日
時 

 

６
月
16
日(

金)
 

12
時
半
～
17
時 

場
所 

 
Ｔ
Ｈ
会
議
室
（
新
宿
駅
南
口
） 

参
加
者 
45
都
道
府
県
代
議
員 

 

最
初
に
岡
田
理
事
長
の
挨
拶
の
後
、
議
長
・
副
議

長
を
選
出
し
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
小
幡
事
務
局
長
か
ら
２
０
２
２
年
度
活
動

報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

(

１)

「
み
ん
な
ね
っ
と
提
言
」
を
発
表
し
て
、
精
神

保
健
医
療
福
祉
改
革
を
広
く
訴
え
ま
し
た
。
今
回
み

ん
な
ね
っ
と
誌
の
臨
時
増
刊
号
と
し
て
配
布
い
た

し
ま
し
た
。 

(

２)

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
員
の
募
集
を
し
た
り
、
み
ん
な
ね
っ

と
サ
ロ
ン
を
配
信
し
た
り
し
て
、
オ
ン
ラ
イ
ン
に
よ

る
活
動
を
展
開
し
ま
し
た
。
ま
た
子
ど
も
、
配
偶
者

等
様
々
な
立
場
の
人
の
会
員
増
を
目
指
し
ま
す
。 

(

３)

二
億
円
と
い
う
高
額
寄
付
を
受
け
、
「
月
刊
み

ん
な
ね
っ
と
発
行
」
と
「
全
国
大
会
・
ブ
ロ
ッ
ク
研

修
大
会
」
等
へ
毎
年
一
千
万
円
拠
出
す
る
と
し
て
、

20
年
間
の
活
動
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
る
見
通
し

が
立
ち
ま
し
た
。 

(

４)

オ
ン
ラ
イ
ン
の
活
用
に
よ
り
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
で

の
代
表
者
会
議
や
交
流
会
が
容
易
に
や
り
や
す
く

な
り
ま
し
た
。 

(

５)

会
員
数
の
経
年
比
較
を
見
て
み
る
と
２
０
１

２
年
に
は
１
２
８
８
１
人
だ
っ
た
も
の
が
、
２
０
２

２
年
に
は
９
７
７
９
人
と
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
一

方
、「
み
ん
な
ね
っ
と
サ
ロ
ン
」
は
、
２
０
２
０
年
８

月
に
発
足
し
て
か
ら
、
現
在
で
は
７
７
５
名
に
な
っ

て
い
ま
す
。 

 

そ
の
後
決
算
報
告
・
監
査
報
告
が
無
事
終
わ
っ
て
、

次
年
度
の
事
業
計
画
の
審
議
に
移
り
ま
し
た
。 

・
「
み
ん
な
ね
っ
と
提
言
」
の
実
現
を
目
指
す 

・
公
共
交
通
運
賃
の
割
引
制
度
の
実
現
・
重
度
心
身

障
害
者
医
療
費
助
成
制
度
の
適
用
推
進
・
ピ
ア
サ
ポ

ー
ト
事
業
等
々
と
予
算
案
を
承
認
し
て
総
会
は
終

了
し
ま
し
た
。 

 

＊
最
後
に
注
意
事
項
で
す
。
第
三
種
郵
便
物
で
み

ん
な
ね
っ
と
誌
を
送
る
と
き
に
会
報
等
そ
の
他
の

私
信
を
同
封
し
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

青
梅
市
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
家
族
会
を
訪
問
し
て 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

創
立
か
ら
10
年
の
ま
だ
新
し
い
ほ
っ
と
ス
マ
イ

ル
家
族
会
を
５
月
27
日
（
土
）
に
訪
問
し
ま
し
た
。 

立
川
か
ら
約
20
分
、
青
梅
線
の
車
窓
を
眺
め
な
が

ら
東
青
梅
駅
で
下
車
、
駅
前
は
と
て
も
静
か
な
街
で

し
た
。
会
場
は
青
梅
市
立
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
大
き
な

会
議
室
で
し
た
。
当
日
は
50
名
を
超
え
る
方
が
参
加

さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

参
加
者
は
家
族
、
当
事
者
、
支
援
機
関
、
病
院
の

ワ
ー
カ
ー
な
ど
多
彩
な
顔
触
れ
で
し
た
。
10
年
た
っ

た
「
青
梅
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
」
家
族
会
の
素
晴
ら
し

さ
に
感
動
し
ま
し
た
。
家
族
会
が
地
域
に
定
着
し
、

大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
実
感
し
ま
し
た
。 

 

今
回
は
、「
家
族
会
の
こ
れ
か
ら
」
を
テ
ー
マ
に 

１
時
間
ほ
ど
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

●
１
番
目
は
、
精
神
障
が
い
者
の
家
族
で
あ
る
私
が

直
面
し
て
き
た
困
難
な
こ
と
を
、
い
く
つ
か
の
事
例

を
交
え
な
が
ら
話
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
子
ど
も
の

病
気
を
認
め
親
が
ど
う
付
き
合
っ
て
い
く
か
、
ど
こ

で
腹
を
く
く
り
覚
悟
を
決
め
る
か
。 

●
２
番
目
は
、
家
族
会
の
課
題
と
し
て
、
家
族
の
高

齢
化
と
会
員
の
減
少
問
題
、
役
員
の
後
継
者
づ
く
り
。 

●
３
番
目
は
、
親
な
き
後
の
こ
と
に
つ
い
て
親
が
何

を
す
る
の
か
、
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
に
つ
い
て
も

経
験
を
話
し
ま
し
た
。 

●
４
番
目
は
、
若
い
家
族
の
会
員
促
進
に
つ
い
て
で

す
。
若
い
方
は
、
紙
か
ら
情
報
を
得
る
こ
と
は
あ
ま

り
な
く
、
殆
ど
の
方
が
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で

調
べ
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
家
族
会
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
の
作
成
な
ど
も
必
要
。
そ
れ
か
ら
、
家
族
交
流

会
な
ど
も
平
日
か
ら
土
曜
日
や
日
曜
日
に
実
施
し

参
加
し
や
す
く
す
る
こ
と
な
ど
も
考
え
て
い
く
こ

と
。 

●
５
番
目
は
、
家
族
や
当
事
者
に
と
っ
て
今
、
何
が

必
要
か
を
ま
と
め
市
役
所
等
に
要
望
す
る
こ
と
。
例

え
ば
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
充
実
、
福
祉
手
当
の
支
給

な
ど
住
居
や
経
済
的
な
こ
と
。 

 

青
梅
市
ほ
っ
と
ス
マ
イ
ル
の
皆
様
、
有
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

３ 



 

 令和５年度版道しるべができ

ました！！ 

東京都発行の総合

情報誌「道しるべ」

の配布をご希望の

方は、東京つくし会

のＨＰをご覧の上、

ご請求ください。 

本体は無料で、郵送料のみご負担い

ただいております。本年度より東京

つくし会のホームページでも閲覧

いただけるようになりました！ 

                              

☆ 

講 

演 

会 

の 

お 

知 

ら 

せ 

☆ 

○
「
み
ん
な
で
や
ろ
う
家
族
Ｓ
Ｓ
Ｔ
」 

日
時 

８
月
５
日(

土)

午
後
１
時
半
～
４
時 
 
  

講
師 

高
森 

信
子
氏 

会
場 

二
幸
産
業･

Ｎ
Ｓ
Ｐ
健
幸
福
祉
プ
ラ
ザ 

５
階 

視
聴
覚
室 

申
込
不
要 

 

主
催 

サ
ン
ク
ラ
ブ
多
摩 

☎04
2
-
3
7
1-
3
3
80 

○
「
統
合
失
調
症
の
正
し
い
知
識
と 

家
族
の
当
事
者
へ
の
対
応
の
仕
方
」 

講
師 

国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー
病
院 

看
護
師 

宮
崎 

真
理
子
氏 

日
時 

８
月
１９(

土)

午
後
１
時
半
～
４
時 

会
場 

小
平
市
福
祉
会
館
小
ホ
ー
ル 

申
込
不
要 

主
催 

小
平
市
け
や
き
の
会 

☎0
4
2
-3
4
3
-4
5
5
9 

○
「
精
神
疾
患
の
回
復
と
家
族
の
役
割
」 

日
時 

９
月
９
日(

土)

午
後
２
時
～
４
時
半 

講
師 

精
神
科
医 

大
泉
病
院
社
会
医
療
部
長 

山
澤 

 

涼
子
氏 

定
員
50
名 

先
着
順 

申
込
不
要 

会
場 
小
金
井
市 

市
民
会
館
「
萌
え
木
ホ
ー
ル
」 

主
催 
小
金
井
市
あ
じ
さ
い
会 

☎0
4
2-
3
8
8-
3
7
29 

            

滝
山
病
院
事
件
に
つ
い
て
思
う
こ
と 

２
月
に
こ
の
事
件
が
報
道
さ
れ
て
か
ら
、
４
カ

月
ほ
ど
が
経
ち
ま
し
た
が
、
こ
の
事
件
に
対
す
る
、

怒
り
は
ま
だ
ま
だ
収
ま
り
ま
せ
ん
。
何
で
で
し
ょ

う
か
。
私
は
、
人
が
人
を
差
別
し
人
権
を
全
く
無
視

し
て
い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
何
故
、
精
神
障
が

い
者
だ
か
ら
虐
待
し
て
い
い
ん
で
す
か
。
滝
山
病

院
の
看
護
師
は
平
然
と
ご
く
当
た
り
前
の
よ
う
に
、

身
動
き
の
と
れ
な
い
患
者
の
頭
や
頬
を
殴
っ
た
り

し
て
い
る
の
で
す
。 

 

患
者
さ
ん
は
ど
れ
ほ
ど
辛
か
っ
た
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
辛
く
て
も
何
に
も
で
き
な
い
、
抵
抗
も
で
き

な
い
、
我
慢
を
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
ん

な
こ
と
が
許
さ
れ
る
は
ず
が
な
い
で
す
よ
ね
。 

日
本
の
精
神
科
医
療
の
水
準
は
最
低
だ
と
良
く

言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
来
、
安
心
し
て
治
療
を
受

け
ら
れ
る
は
ず
の
精
神
科
病
院
が
こ
の
実
態
で
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。 

 

そ
れ
か
ら
、
今
回
の
特
徴
の
一
つ
は
、
滝
山
病
院

が
と
て
も
閉
鎖
的
な
こ
と
で
す
。
全
く
地
域
と
の

交
流
が
な
く
、
外
部
の
人
が
ほ
と
ん
ど
入
る
こ
と

が
で
き
ず
、
外
来
診
療
も
な
か
っ
た
た
め
に
、
一
切

チ
ェ
ッ
ク
が
働
か
な
か
っ
た
こ
と
の
よ
う
で
す
。

都
の
定
期
監
査
は
事
前
に
伝
え
て
あ
る
た
め
、
異

常
に
は
一
切
気
が
付
か
な
い
。
ま
だ
、
い
っ
ぱ
い
書

き
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
け
ど
、
こ
の
辺
で
や
め

て
お
き
ま
す
。 

 

都
連
副
会
長 

植
松 

和
光 

このコ－ナ－は、家族会間やつくし会との情報交流の場です。より良い家族会活動のために皆様に役

立つ場にしたいと思っています。載せたい情報を毎月 25 日までに、つくし会事務所に、メール

(tsukushikai@chorus.ocn.ne.jp)か FAX(03-3304-11008)でお寄せください。 

【情報提供】首都圏で初めて【京急】（京浜急行電鉄）が 10 月 1 日より精神障碍者 1 級への      

運賃割引を実施  

京急が、10 月 1 日から京急電鉄を利用する精神障害者手帳 1 級の所持者が同伴者と一緒に乗車した   

場合、利用運賃を 5割引きにすると発表しました。首都圏では初めての実施です。 

南海電鉄も、同じく 10月 1日より精神障碍者に対する運賃割引を実施すると発表しました。南海電鉄

の場合は 2級所持者も対象になっています。 

大手私鉄としては、前から実施している西鉄や近鉄に続いての 4社目の割引の実施です。 

割引の内容については各社(とりわけ近鉄が)不十分な点がありますが、一歩一歩の前進です。 

更なる拡大を目指して一層の運動を展開しましょう。 

 

家 族 会 交 流 コーナー 

   

４ 




